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1. 地震に関連する電磁気現象
2004年の新潟県中越地震，インドネシア・スマ
トラアンダマン地震， 2005年の福岡県西方沖地震，
宮城県沖地震，パキスタン地震など規模の大きな
地震が続けて発生している．阪神大震災以降，短
期予知（直前予知）は困難と言われているが，我々
は，地殻活動の準備過程において出現する微弱な
電磁気現象を捉えて，地殻活動の短期予測をする
としづ研究に取り組んでいる．精密な計測と高度
な信号弁別の技術を駆使して，地殻活動に関連す
る信号の時空間的分布の有様を正確に把握するこ
とによって，地殻の状態を監視できるようになる
と期待する．究極的には地殻活動の予測を行うこ
と（いわば地象天気予報）を目指している．すな
わち，地殻活動という力学的破壊現象の準備過程
を電磁気学的に把握する“地殻活動電磁気学（地
震電磁気学）”という新しい学問分野の創設にな
る．また，地殻活動に関連する現象は大気圏や電
離圏まで到達していると示唆されており，地圏一
大気圏一電離圏の結合という新たな概念が生まれ
ている．これは地殻変動エネルギーの超高層域へ
の輸送過程を研究することになる．
2. 衛星による地震電磁気現象の観測
地震に関連する電磁気現象研究の新たな試みと
して米国や仏国などで地震電磁気観測専用の衛星
が打ち上げられている．衛星観測の利点はイベン
ト数を蓄積できるところにある．しかしながら，
衛星観測では，原理的に変動の時間と空間の区別
はできないことから，地上のデータとの比較や，
複数の衛星による連携観測が重要となる．仏国の
DEMETER衛星は，日本の我々の地上観測網と密
な連携をとり，データ解析を行っている．地上と
衛星の各種電磁気センサを融合させ，統一的な視
点で地殻の状態を監視するシステムを構築する試
みはほとんど例がなく，画期的な試みである．
DEMETERでは，波動観測だけではなく電子密度
や電子温度，イオン密度等も観測しており，最近
報告されている電離層の foF2や GPSTECの擾乱
( 1) ( 2）との比較検討が興味深いテーマで、ある．
また，表層のリモートセンシングにより，地震
に関連する温度異常や赤外線放射を示唆するデー
タも報告されている（3）.これらの異常は地震の数
日前に発生しており，局電波の異常伝搬の要因と
考えられている大気圏や電離圏の擾乱との関連性
が興味深い．
ポスターでは（ 1 ) 1999年 9月21日に台湾・集
集地震に関連する地上イオノゾンデ観測結果
(foF2）と GPS を用いた電離層電子密度解析
(GPS-TEC), (2)2004年 9月の紀伊半島沖地震に
関連する DEMETER衛星で観測された電磁場変動
と電離層電子温度および電子・イオン密度変化、
衛星で異常が観測された時間の TEC変動、（3)2004
年 12月 26日のインドネシア・スマトラアンダPマ
ン地震に関連して DEMETER衛星で観測された
VLF/LF局電波の受信異常、（4)1999年トノレコイズ
ミット地震に関連する温度異常について示す．
3. まとめ
衛星を用いた地震に関連する電磁気現象研究は
有効であることが示唆されつつある. DEMETER 
衛星の解析はもとより、温度異常や赤外線放射異
常についてイベントを蓄積し、より信頼性のある
結果を導く必要がある．また，地上観測と連携し
て電離圏の擾乱や温度異常の発生する機構を解明
する必要がある。
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